
葛
飾
北
斎

す み だ 北 斎 美 術 館 蔵

2022

『
遠
江
山
中
』（
と
お
と
う
み
さ
ん
ち
ゅ
う
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
（
浮
世
絵
風

景
画
）『
冨
嶽
三
十
六
景
』
の
う
ち
の
1
枚
。

　
遠
江
山
中
は
、
静
岡
県
西
部
地
方
を
描
い
た
も
の

と
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
所
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
画
面
中
央
で
は
、
二に

間け
ん

（
約
3
・
6
メ
ー
ト
ル
）

も
あ
ろ
う
か
と
い
う
高
さ
に
掛
け
た
巨
大
な
角
材
を

木こ

挽び
き

が
上
と
下
で
大お

鋸が

引ひ

き
を
し
て
い
る
。
そ
の
構

成
は
幾
何
学
的
で
、
何
よ
り
高
く
描
か
れ
た
角
材
を

支
え
る
柱
の
三
角
の
空
間
か
ら
富
士
を
覗の

ぞ

か
せ
、
山さ

ん

容よ
う

の
三
角
と
相あ

い

対た
い

す
る
連
続
で
、
不
思
議
な
空
間
が

違
和
感
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
風
景
の
中

で
、
膝ひ

ざ

小
僧
を
抱
え
た
子
供
が
見
守
っ
て
い
る
焚た

き

火び

か
ら
黒
煙
が
舞
い
上
が
り
、
ま
る
で
龍
が
富
士
を
巻

き
付
け
襲
い
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

葛
飾
北
斎
と
は（
晩
年
〜
飽
く
な
き
画
欲
〜
7
）

　
北
斎
の
肉
筆
画
の
作
品
を
目
の
前
に
す
る
と
、
と

か
く
あ
り
が
ち
な
晩
年
期
の
創
作
意
欲
の
減
退
な
ど
、

彼
に
は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
も
の
と
い
え
る
。

　
年
老
い
て
も
な
お
、
様
々
な
表
現
の
可
能
性
を
追

い
求
め
た
北
斎
も
、
天
命
に
は
逆
ら
え
ず
、
嘉
永
2

年
（
一
八
四
九
年
）
4
月
18
日
、
浅
草
聖し

ょ
う

天で
ん

町ち
ょ
う

の

仮か

寓ぐ
う

に
て
没
し
た
。
享
年
90
歳
。
当
時
と
し
て
は
異

例
の
長
寿
で
あ
っ
た
が
、
絵
師
と
し
て
の
70
年
の
歳

月
は
彼
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

 

（
了
）

9
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

　
去
る
7
月
10
日
付
で
江
東
東
税

務
署
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

　
爽
涼
の
侯
、
江
東
東
法
人
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
去
る
7
月
10
日
の
定
期
人
事
異

動
に
よ
り
、
東
京
国
税
局
課
税
第

一
部
個
人
課
税
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
、

過
日
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
江
東
東
税
務
署
長
在
任
中
は
、松

本
会
長
を
は
じ
め
、役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と

　
署
長
に
は
、
国
税
庁
課
税
部
消

費
税
室
課
長
補
佐
か
ら
濱
田
正
義

氏
、
副
署
長
に
は
、
金
沢
局
富
山

署
副
署
長
か
ら
切
通
哲
也
氏
、
法

人
1
統
括
官
に
は
、
局
課
税
第
一

部
統
括
国
税
実
査
官
総
括
主
査
か

ら
芝
田
隆
征
氏
、
審
理
担
当
上
席

に
は
、
渋
谷
署
法
人
1
部
門
か
ら

大
久
保
和
也
氏
、
消
費
税
担
当
上

席
に
は
、
雪
谷
署
法
人
1
部
門
か

ら
足
助
辰
雄
氏
、
源
泉
担
当
上
席

に
は
、
麴
町
署
法
人
3
部
門
か
ら

山
本
知
子
氏
が
着
任
さ
れ
た
。
楠

署
長
は
局
課
税
第
一
部
個
人
課
税

課
長
、
升
副
署
長
は
局
調
査
第
一

部
特
別
国
税
調
査
官
、
坂
本
法
人

1
統
括
官
は
東
村
山
署
、
齋
藤
法

人
会
担
当
上
席
は
麴
町
署
、
田
辺

源
泉
担
当
上
席
は
局
課
税
第
二
部

源
泉
所
得
税
事
務
集
中
処
理
セ
ン

タ
ー
室
へ
転
勤
さ
れ
た
。

ご
協
力
を
賜
わ
り
、無
事
に
職
責
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
貴
会
の
事
業
活
動

に
も
影
響
が
出
る
中
、
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
様
々
な
研
修

会
等
の
開
催
や
広
報
活
動
、「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
」
の
募
集
な

ど
租
税
教
育
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、「
ま
ち
を

き
れ
い
に
」
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
公
益
性
の
高
い
各
種

の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
納
税
意

識
の
高
揚
と
税
知
識
の
普
及
啓
も

う
、
地
域
社
会
・
経
済
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ

る
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
活
動
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
中
で
、
会
員
の
皆
様

と
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
も
、
大
変
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

松
本
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
伝
統
あ
る
江
東
東
法
人
会
が

益
々
充
実
し
た
事
業
活
動
を
展
開

さ
れ
、
魅
力
溢
れ
る
法
人
会
と
し

濱田署長

 
新
署
長
に
濱
田
正
義
氏

江
東
東
税
務
署
人
事
異
動

て
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
か
ら

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、皆
様
方
か

ら
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

江
東
東
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に

事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
1
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
早
秋
の
侯
、
江
東
東
法
人
会
会

員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
こ
の
度
の
定
期
人

事
異
動
で
、
東
京
国
税
局
調
査
第

一
部
特
別
国
税
調
査
官
を
命
ぜ
ら

れ
、
過
日
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
松
本
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
、
会
員
の
皆
様
か
ら
多

大
な
る
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
が
、
特
に
印
象
深
く
感
じ
て

い
る
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
細
心

の
注
意
を
図
り
な
が
ら
実
施
さ
れ

た
社
会
貢
献
活
動
の
「
ま
ち
を
き

れ
い
に
」
と
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
で
す
。
こ
れ
ら
に
は
、
当
署

の
職
員
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
会
員
の
皆

様
と
の
親
睦
を
深
め
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
後
任
の
切

通
副
署
長
に
対
し
ま
し
て
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、江
東
東

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の

ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、私

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
1
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

離
任
の
ご
挨
拶

前
署
長

　
楠
　
正
幸

お
別
れ
に
あ
た
っ
て

前
副
署
長

　
升
　
康
二
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

　
日
　
時
　
10
月
17
日
㈪

　
　
　
　
　
16
：
00
〜
17
：
30

　
会
　
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
5
階
　
第
2
研
修
室

　
演
　
題
　『
忍
者
ダ
イ
エ
ッ
ト
』

　
講
　
師
　
愛
知
医
科
大
学
客
員
教
授

　
　
　
　
　
東
京
通
信
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
植う

え

田だ

　
美み

津つ

恵え
　
氏

　
内
　
容
　
令
和
4
年
度
税
制
改
正
他

◎
亀
戸
地
区

　
日
　
時
　
10
月
20
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
の
部
　
9
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
午
後
の
部
　
14
：
00
〜
16
：
00

　
会
　
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
5
階
研
修
室

◎
大
島
・
砂
町
地
区

　
日
　
時
　
10
月
26
日
㈬

　
　
　
　
　
9
：
30
〜
11
：
30

　
会
　
場
　
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
レ
ク
ホ
ー
ル

4

　
第
45
回
社
会
貢
献
活
動

　
　
　
　
　
　
ま
ち
を
き
れ
い
に

　
日
　
時
　
10
月
22
日
㈯
　
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
9
：
30
〜
11
：
30

　
集
　
合
　
Ｊ
Ｒ
亀
戸
駅
北
口
タ
ク
シ
ー
乗
場
前

　
清
掃
場
所
　
亀
戸
地
区

　
　
　
　
　 

Ｊ
Ｒ
亀
戸
駅
を
中
心
に
明
治
通
り
、
京
葉
道
路
、

蔵
前
橋
通
り
一
帯

　
服
　
装
　 

汚
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
。

（
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
帽
子
等
貸
与
）

　
そ
の
他
　
参
加
賞
を
贈
呈

　
第
13
回
　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
貨
幣
歴
史
探
訪

　
日
　
時
　
11
月
12
日
（
土
）　
9
：
30
〜
12
：
30

　
集
　
合
　
日
比
谷
公
園
・
日
比
谷
公
会
堂
前

　
　
　
　
　
日
比
谷
線
・
千
代
田
線

　
　
　
　
　 「
日
比
谷
駅
」
徒
歩
3
分

　
　
　
　
　
三
田
線
「
内
幸
町
駅
」
徒
歩
1
分

　
内
　
容
　 

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
に
よ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
基
礎
を
学
習
。
全
5
㎞
ウ
ォ
ー

ク
　
貨
幣
博
物
館
へ
見
学
も
あ
り
　

　
コ
ー
ス
　 

日
比
谷
公
会
堂
（
ス
タ
ー
ト
）
↓
合
同
庁
舎
赤

レ
ン
ガ
棟
（
旧
法
務
省
）
↓
桜
田
門
↓
皇
居
外

苑
↓
和
田
倉
噴
水
公
園
↓
一
石
橋
↓
日
本
橋

（
5
街
道
起
点
）↓
日
本
橋
魚
河
岸
跡
↓
貨
幣
博

物
館
↓
金
座
跡
（
日
本
銀
行
）
↓
渋
沢
栄
一
像

（
常
磐
橋
公
園
）（
ゴ
ー
ル
）

　
そ
の
他
　 

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

職　　名 新 旧
氏　　名 異　　動　　元 氏　　名 異　　動　　先

署 　 　 　 長 濱
はま

　田
だ

　正
まさ

　義
よし 国税庁　課税部　消費税室　課長補佐 　楠

くすのき

　　　久
ひさ

　幸
ゆき 東京局　課税第一部　個人課税課長

副 　 署 　 長 切
きり

　通
どおし

　哲
てつ

　也
や 金沢局　富山署　副署長 升

ます

　　　康
こう

　二
じ 東京局　調査第一部　特別国税調査官

総 務 課 長 水
みず

　村
むら

　　　聡
さとる

　 留　任 水
みず

　村
むら

　　　聡
さとる

　 留　任
総 務 課 長 補 佐 重

しげ

　松
まつ

　朋
とも

　子
こ 成田署　総務課　課長補佐 加

か

　藤
とう

　香
か

　織
おり 渋谷署　法人課税第17部門　上席国税調査官

法
人
1
部
門

統  括  官 芝
しば

　田
た

　隆
たか

　征
ゆき 東京局　課税第一部　統括国税実査官（国際担当）総括主査 坂

さか

　本
もと

　純
じゅん

　一
いち 東村山署　法人課税第1部門　統括国税調査官

総 括 上 席 長
なが

　野
の

　裕
ゆう

　一
いち 留　任 長

なが

　野
の

　裕
ゆう

　一
いち 留　任

審理担当上席 大
おお

久
く

保
ぼ

　和
かず

　也
や 渋谷署　法人課税第1部門　上席国税調査官 齋

さい

　藤
とう

　　　洋
ひろし

　麴町署　法人課税第1部門　上席国税調査官
消費税担当上席（調査官） 足

あ

　助
すけ

　辰
たつ

　雄
お 雪谷署　法人課税第1部門　上席国税調査官 熊

くま

　谷
がい

　道
みち

　明
あき 青梅署　法人課税第1部門　調査官

消費税担当調査官  　柏
かしわ

　　　すみれ 荻窪署　法人課税第1部門　調査官

源泉担当上席 山
やま

　本
もと

　知
とも

　子
こ 麴町署　法人課税第3部門　上席国税調査官 田

た

　辺
なべ

　浩
ひろ

　子
こ 東京局　課税第二部 
源泉所得税事務集中処理センター室 
千葉源泉事務センター　実査官
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法人会は消費税の期限内完納を推進しています。

▼
「
月
の
リ
ズ

ム
で
農
業
を
す

る
」
方
法
が
あ

る
の
だ
と
い
い

ま
す
。
例
え
ば
、

地
面
か
ら
上
に
実
が
な
る
物
は
満

月
の
頃
、
逆
に
根
菜
類
な
ど
地
下

に
な
る
物
は
新
月
の
頃
に
種
を
ま

く
と
良
い
な
ど
、
月
の
満
ち
欠
け

に
よ
っ
て
、
い
つ
、
ど
ん
な
農
作

業
を
し
た
ら
良
い
か
が
分
か
る
の

だ
そ
う
で
す
。

▼
情
報
化
社
会
の
現
代
に
お
い
て

は
か
な
り
時
代
錯
誤
の
話
の
よ
う

で
す
が
、
は
る
か
昔
、
私
た
ち
の

祖
先
は
こ
の
月
の
リ
ズ
ム
を
使
っ

た
方
法
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
農

作
物
を
育
て
て
い
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

▼
も
っ
と
も
、
農
作
物
だ
け
で
は

な
く
、
満
月
の
夜
に
だ
け
咲
く
花

や
サ
ン
ゴ
が
一
斉
に
産
卵
す
る
こ

と
、
ま
た
人
間
の
身
体
の
サ
イ
ク

ル
も
然
り
。
す
べ
て
地
球
で
生
き

て
い
る
も
の
は
影
響
を
受
け
て
い

る
訳
で
す
。

▼
お
う
ち
時
間
が
増
え
た
今
、
時

に
は
の
ん
び
り
月
を
眺
め
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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第
三
亀
戸
中
学
校
に
て

　
　
　
租
税
教
室
を
開
催
　
青
年
部
会

　
税
理
士
会
と
青
年
部
会
が
実
施

し
て
い
る
江
東
区
立
第
三
亀
戸
中

学
校
の
租
税
教
室
が
7
月
13
日
㈬

に
行
わ
れ
、
3
年
ぶ
り
に
青
年
部

会
も
参
加
し
た
。

　
3
年
生
を
対
象
に
3
ク
ラ
ス
一

斉
に
開
始
。
始
め
に
東
京
税
理
士

会
江
東
東
支
部
の
税
理
士
先
生
が
、

「
税
理
士
」と
い
う
職
業
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
、
次
に
「
税
金
の
意
義

と
役
割
」、「
税
金
の
仕
組
み
」
に

つ
い
て
説
明
を
さ
れ
た
。

　
税
金
を
集
め
る
う
え
で
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
公
平
」
で
、
皆
が
同

率
で
税
を
負
担
す
る
「
水
平
的
公

平
」、多
く
稼
い
で
い
る
人
が
多
く

の
税
を
負
担
す
る「
垂
直
的
公
平
」

な
ど
に
つ
い
て
、
税
理
士
先
生
が

丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
青
年
部
会
が
「
税
金

集
め
ゲ
ー
ム
」
を
担
当
し
講
師
を

務
め
た
。
テ
ー
マ
は
「
税
に
お
け

る
公
平
と
は
何
か
」
で
生
徒
に
そ

れ
ぞ
れ
収
益
金
額
の
違
う
立
場
に

分
か
れ
て
も
ら
い
、
税
金
を
い
か

に
公
平
に
集
め
る
か
を
考
え
て
も

税金集めゲームを進行する 
山﨑部会長と加藤書記会計

ら
う
の
が
目
的
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ス
を
一
つ
の
国
と
し
て
、

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
3
0
0
0

万
円
の
税
金
が
必
要
で
、
そ
の
集

め
方
を
生
徒
に
考
え
て
も
ら
う
ゲ

ー
ム
だ
。
今
回
は
収
益
金
額
が
Ａ

5
0
0
万
円
、
Ｂ
2
5
0
0
万
円
、

Ｃ
7
0
0
0
万
円
の
3
つ
の
班
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
う
立
場

か
ら
ど
の
よ
う
し
て
公
平
に
税
金

を
集
め
る
の
か
を
各
班
で
議
論
し

た
。
C
は
収
入
が
多
い
か
ら
全
額

負
担
（
垂
直
的
公
平
）
す
べ
き
と

の
意
見
が
出
る
と
、
ど
の
班
も
等

し
く
3
割
負
担
す
れ
ば
よ
い
（
水

平
的
公
平
）
と
の
案
も
出
た
。
又
、

Ａ
は
1
0
0
万
円
、
Ｂ
は
6
0
0

万
円
、
Ｃ
は
2
3
0
0
万
円
の
負

担
（
応
能
負
担
）
は
ど
う
か
と
両

案
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た

折
衷
案
も
出
た
。
今
年
は
、
Ａ
は

5
0
0
万
円
、
Ｂ
は
2
5
0
0
万

円
を
負
担
し
、
そ
の
後
Ｃ
か
ら
Ａ
、

Ｂ
に
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
0
万
円
を

補
て
ん
す
る
と
の
新
し
い
意
見
が

出
た
。

　
決
議
は
全
員
の
挙
手
に
よ
る
ク

ラ
ス
、
班
長
の
中
か
ら
総
理
大
臣

を
選
び
決
定
す
る
ク
ラ
ス
、
班
長

同
士
が
話
し
合
い
決
定
す
る
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
た
。
い
ず
れ
の
ク
ラ

ス
も
生
徒
全
員
で
公
平
に
ク
ラ
ス

（
国
）の
方
針
を
決
め
る
体
験
を
す

る
が
出
来
た
。

　
こ
の
租
税
教
室
で
は
税
の
勉
強

以
外
に
も
、
自
分
た
ち
で
考
え
、

自
分
た
ち
で
決
め
る
、
主
役
は
国

民
一
人
一
人
と
い
う
民
主
主
義

（
国
民
主
権
）を
体
験
し
て
も
う
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
将
来
の
納
税
者
で
あ
る
中
学
生

に
、
自
分
た
ち
も
国
を
担
っ
て
い

る
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
期
待
し
、
青
年
部
会
の
税

金
集
め
ゲ
ー
ム
は
終
了
し
た
。
最

後
に
日
本
の
財
政
に
つ
い
て
税
理

士
先
生
か
ら
説
明
が
あ
り
、
租
税

教
室
は
終
了
し
た
。

　
校
長
室
で
の
反
省
会
で
、
各
班

の
説
明
を
聞
い
た
小
林
校
長
先
生

か
ら
「
各
班
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
見

ら
れ
、
担
任
の
顔
が
浮
か
ん
で
き

た
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
今
回
も
、
多
忙
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
税
の
意
義
や
役
割
、
日
本
の

財
政
の
現
状
等
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
い
た
税
理
士
先
生
、
学
校

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

税金集めゲームを進行する 
山下幹事長

参加者一同
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店
　

46

旬
の
肴
「 

柳 

」
亀
戸
西
6
支
部
　
瀬
尾
支
部
長

瀬尾支部長

が
3
卓
の
落
ち
着
い
た
造
り
と
な

っ
て
い
る
。

　
亀
戸
西
6
支
部
・
瀬
尾
支
部
長

さ
ん
ご
推
薦
の
店
、旬
の
肴「
柳
」

さ
ん
を
訪
問
し
た
。

　
お
店
は
、
Ｊ
Ｒ
「
亀
戸
駅
」
北

口
・
東
口
よ
り
共
に
4
分
と
近
く

旬
の
肴
を
楽
し
め
る
お
店
だ
。

　
修
行
さ
れ
た
ご
主
人
の
柏
俊
太

郎
さ
ん
が
、
46
年
前
に
独
立
開
業

し
、
奥
様
の
洋
子
さ
ん
と
お
二
人

で
営
ま
れ
て
い
る
。
店
内
は
カ
ウ

ン
タ
ー
席
6
席
、
掘
り
ご
た
つ
席

連　　載

「柳」さん入口。ご利用の際は
事前のご予約をお願いします。

海老やメゴチ
旬の野菜の天ぷら
900円　2人前より

　
ご
主
人
の
こ
だ
わ
り
は
、
豊
洲

市
場
で
納
得
の
い
く
も
の
だ
け
を

仕
入
れ
、
万
全
の
仕
込
み
で
、
お

客
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
。
そ
し

て
料
理
と
同
じ
よ
う
に
手
を
抜
か

ず
厨
房
の
清
掃
を
行
う
こ
と
。
ご

近
所
か
ら
「
も
う
休
ん
だ
ら
？
」

と
心
配
さ
れ
る
ぐ
ら
い
閉
店
後
に

毎
日
時
間
を
か
け
て
厨
房
を
磨
き

上
げ
る
な
ど
、
己
に
厳
し
い
姿
が

料
理
一
品
一
品
に
も
現
れ
て
い
る
。

　
特
に
人
気
が
あ
る
の
が
、
ご
主

人
自
慢
の「
お
刺
身
」。
旬
の
魚
介

を
彩
り
よ
く
盛
っ
た
「
刺
身
盛
り

合
わ
せ
」
は
見
た
目
も
お
見
事
。

ま
た
、
創
業
か
ら
ず
っ
と
変
わ
ら

ず
不
動
の
人
気「
揚
げ
出
し
豆
腐
」

は
カ
リ
ッ
と
揚
げ
た
豆
腐
に
お
出

汁
と
山
芋
と
ろ
ろ
と
叩
い
た
納
豆

を
か
ら
め
て
い
た
だ
く
他
で
は
味

わ
え
な
い
一
品
。
更
に
海
老
や
メ

ゴ
チ
、彩
の
野
菜
の「
天
ぷ
ら
」や
、

岩
手
産
「
合
鴨
串
焼
」
も
絶
妙
な

焼
き
加
減
と
塩
味
で
絶
品
。

　
そ
し
て
奥
様
の
お
す
す
め
は
、

祖
母
の
代
よ
り
70
年
以
上
受
け
継

が
れ
て
い
る
ぬ
か
床
で
漬
け
た
ご

自
慢
の
「
お
新
香
」。
ま
た
、
あ
ま

り
の
美
味
し
さ
に
お
替
り
さ
れ
る

方
も
い
る
日
替
わ
り
の「
お
通
し
」

も
人
気
。

ご主人の柏俊太郎さんと
お奥様の洋子さん

これぞカモネギ‼ 
プリプリ合鴨串焼
1本 280円

絶品‼ とろろと納豆がGood
人気の揚げ出し豆腐 550円

彩り鮮やか‼ 2人前2,000円～
魚介のお刺身盛り合わせ

　
冬
場
に
は
「
合
鴨
鍋
」
や
「
ひ

げ
鱈
鍋
」
が
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
、

鍋
を
楽
し
み
に
冬
を
待
っ
て
い
る

お
客
様
も
い
る
ら
し
い
。

　
お
米
の
美
味
し
さ
に
も
定
評
が

あ
り
、〆
の「
お
茶
漬
け
」や「
お

に
ぎ
り
」
の
他
、
お
食
事
と
し
て

の
「
定
食
」
も
お
す
す
め
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
、
一

見
様
に
ご
遠
慮
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
「
法
人
会
の

紹
介
で
す
」
と
一
言
伝
え
る
と
予

約
が
可
能
と
の
こ
と
。
ま
た
、
12

名
様
よ
り
貸
切
も
可
能
な
の
で
、

お
料
理
や
ご
予
算
な
ど
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
。

　
奥
様
は
「
ご
近
所
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
お
店
を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
小
さ
い
お
店
で
す
が
ご

予
約
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

と
の
こ
と
。

住
所
：
亀
戸
6
-23
-10
-1
F

電
話
：
3
6
8
2
-0
0
3
3

営
業
：
月
曜
日
〜
土
曜
日

　
　
　
17
時
30
分
〜
23
時

休
日
：
日
曜
日
・
祝
日

歴史あるぬか床で 
漬けたお奥様自慢の
お新香 500円
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税
務
署
の
定
期
人
事
異
動
が
あ

り
、
新
し
く
濱
田
署
長
、
切
通
副

署
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
広
報
委
員
で
は
、
恒

例
と
な
り
ま
し
た
誌
上
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
濱
田
署
長
、
切
通
副
署
長
、
本

日
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
出
身
地
（
そ
の
土
地
の
特
徴
、

名
所
、
特
産
物
な
ど
）

濱
田
　
私
は
福
岡
県
北
九
州
市
、

以
前
は
鉄
の
街
と
言
わ
れ
た
八
幡

の
出
身
で
す
。
北
九
州
市
に
は
、

本
州
と
陸
路
が
開
通
し
て
い
な
か

っ
た
時
代
の
九
州
の
玄
関
口
門
司

港
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
門
司
港
地

区
は
、
現
在
、
門
司
港
駅
な
ど

 

古
い
に
し
え

の
建
物
や
景
観
を
残
し
た
門

司
港
レ
ト
ロ
地
区
と
し
て
観
光
名

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北

九
州
の
工
場
群
と
街
の
夜
景
が
一

望
で
き
る
皿
倉
山
の
頂
上
な
ど
も

お
す
す
め
の
観
光
地
で
す
。

切
通
　
私
は
熊
本
県
上
天
草
市
の

出
身
で
す
。
上
天
草
市
は
熊
本
県

の
西
部
、有
明
海
と
八
代
海
に
接
し
、

無
数
の
島
々
が
浮
か
び
、
そ
の
美

し
い
島
々
が
作
り
出
す
自
然
美
は

熊
本
県
を
代
表
す
る
絶
景
で
す
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
に
起
こ

 濱田署長さん
 切通副署長さん こんにちは

誌上インタビュー

っ
た
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
に
対
す
る
反
乱
（
島
原
の
乱
）

に
お
け
る
最
高
指
導
者
と
し
て
有

名
な
天
草
四
郎
の
生
誕
地
で
あ
り
、

様
々
な
伝
説
や
逸
話
、
歴
史
的
な

場
所
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
産
物
と
し
て
は
、
車
エ
ビ
、

ハ
モ
、
岩
牡
蠣
な
ど
海
産
物
が
お

勧
め
で
す
が
、
パ
ー
ル
柑
と
い
う

果
物
も
上
品
か
つ
爽
や
か
な
味
で

美
味
し
い
で
す
。

Ｑ
　
税
務
の
職
場
に
入
ら
れ
た
キ

ッ
カ
ケ

濱
田
　
生
命
保
険
の
外
交
を
や
っ

て
い
た
母
が
、
地
元
税
務
署
に
仕

事
で
お
邪
魔
し
た
際
に
募
集
案
内

を
見
つ
け
、
母
か
ら
受
験
を
（
強

制
的
に
）
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

切
通
　
マ
ル
サ
の
女
と
い
う
映
画

を
見
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。
こ

の
映
画
を
見
た
の
は
大
学
生
の
時

で
し
た
が
、
鮮
烈
な
印
象
で
こ
ん

な
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
税
務
署
で
の
経
歴

濱
田
　
昭
和
最
後
の
採
用
で
す
。

1
年
間
の
研
修
後
、
平
成
元
年
6

月
に
神
奈
川
税
務
署
間
税
部
門
に

配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数

署
で
消
費
税
・
法
人
税
の
事
務
を

経
験
し
た
の
ち
前
任
の
国
税
庁
消

費
税
室
に
お
い
て
消
費
税
関
係
事

務
に
通
算
約
18
年
間
従
事
し
ま
し

た
。
30
数
年
の
職
場
経
験
の
多
く

が
消
費
税
関
係
で
す
。

切
通
　
江
戸
川
税
務
署
所
得
税
部

門
で
の
勤
務
を
皮
切
り
に
、
税
務

署
は
足
立
、
葛
飾
、
荒
川
、
北
沢
、

新
宿
、
富
山
署
に
勤
務
し
ま
し
た

が
、
税
務
署
で
の
勤
務
の
ほ
と
ん

ど
が
1
年
で
し
た
の
で
、
私
の
経

歴
で
は
国
税
局
勤
務
が
1
番
長
い

で
す
。

Ｑ
　
今
ま
で
の
職
場
経
験
で
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

濱
田
　
初
任
地
の
神
奈
川
税
務
署

で
は
消
費
税
導
入
初
年
度
、
多
く

の
事
業
者
の
皆
様
か
ら
一
斉
に
各

種
届
出
書
の
ご
提
出
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
と
違
い
ほ
ぼ
手
作
業

で
、
入
力
期
限
間
際
に
は
夜
遅
く

ま
で
残
業
し
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
有
難

み
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
国
税
庁
消
費
税
室
時
代
は
国
会

議
員
の
方
々
へ
消
費
税
法
の
説
明

を
行
う
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
税
庁
幹
部
の
随
行
と
し

て
国
会
審
議
の
場
に
も
入
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
印
象

に
残
る
他
で
は
体
験
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
で
し
た
。

切
通
　
国
税
局
の
個
人
課
税
課
に

在
籍
し
た
う
ち
、
関
係
団
体
を
担

当
す
る
課
長
補
佐
だ
っ
た
1
年
間

は
、
都
県
連
単
位
及
ぴ
署
単
位
の

青
色
申
告
会
の
役
員
及
び
事
務
局

長
さ
ん
な
ど
関
係
者
の
方
々
と
接

す
る
機
会
が
非
常
に
多
く
、
ほ
ぼ

毎
日
何
か
し
ら
の
会
合
に
出
席
し

て
色
々
な
お
話
を
聞
け
た
こ
と
、

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
地
域
に
赴
く

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
コ

ロ
ナ
渦
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
趣
味
や
特
技

濱
田
　
家
で
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
性
格
で
、
波
が
あ
れ
ば
波
乗

り
、
な
け
れ
ば
釣
り
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
夏
山

に
も
年
に
何
度
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

濱　田　署　長
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
ご
無

沙
汰
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
は
リ
ア
ル

な
大
会
が
復
活
し
始
め
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
準
備
を
し
な
け

れ
ば
と
焦
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

切
通
　
趣
味
は
庭
い
じ
り
で
す
。

本
当
は
盆
栽
が
好
き
な
の
で
す
が
、

今
は
水
や
り
が
頻
繁
に
は
で
き
な

い
こ
と
か
ら
退
職
後
の
楽
し
み
と

し
ま
す
。

Ｑ
　
最
近
読
ん
だ
本

濱
田
　
皆
様
に
胸
を
張
っ
て
ご
披

露
で
き
る
読
書
は
…
…
。
最
近
は

池
波
正
太
郎
さ
ん
な
ど
の
時
代
小

説
を
通
勤
途
上
に
読
ん
で
い
ま
す
。

同
郷
の
先
輩
で
あ
る
佐
伯
泰
英
さ

ん
の
「
居
眠
り
磐い

わ

音ね

」
で
は
江
戸

の
亀
戸
天
神
も
舞
台
と
な
っ
て
い

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
改
め
て

読
み
直
そ
う
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

切
通
　
西
村
京
太
郎
の
推
理
小
説

に
は
ま
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た

が
、最
近
、本
は
読
め
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
健
康
面
で
心
が
け
て
い
る
こ

と
、
実
践
し
て
い
る
健
康
法

濱
田
　
体
力
が
衰
え
な
い
よ
う
に

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
軽
い
筋
ト
レ
・
柔

軟
体
操
を
や
っ
て
い
ま
す
。

切
通
　
お
酒
は
好
き
で
休
肝
日
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

日
々
の
晩
酌
の
量
を
少
量
に
す
る

こ
と
、
ま
た
、
良
く
寝
る
こ
と
ぐ

ら
い
で
す
。

Ｑ
　
座
右
の
銘

濱
田
　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
座
右

の
銘
と
い
う
も
の
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。
実
践
で
き
て
い
る
か
不
安

で
す
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

感
謝
の
言
業
と
気
持
ち
は
大
事
に

し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

切
通
　
座
右
の
銘
と
言
っ
て
良
い

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
為
せ
ば

成
る
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
成

ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」

と
い
う
名
言
は
、
中
学
生
時
代
の

先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
以
降
、

肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
江
東
区
の
印
象

濱
田
　
亀
戸
天
神
や
香
取
神
社
な

ど
江
戸
の
風
情
と
東
京
下
町
情
緒

の
町
と
い
う
印
象
で
す
。

　
福
岡
出
身
、
神
奈
川
在
住
、
国

税
庁
以
外
の
都
内
勤
務
も
少
な
い

で
す
。
江
東
区
通
だ
ね
と
呼
ば
れ

る
こ
と
を
目
標
に
、
ま
ず
は
自
分

の
足
で
江
東
区
を
歩
い
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
街
歩
き
に
あ

た
り
、
江
東
区
に
ゆ
か
り
の
皆
様

で
な
い
と
知
り
得
な
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
ト
リ
ビ
ア
を
是
非
ご
教
示
く

だ
さ
い
。

切
通
　
私
の
初
め
て
の
勤
務
が
江

戸
川
税
務
署
で
最
寄
り
駅
が
亀
戸

駅
の
隣
の
平
井
駅
で
あ
っ
た
た
め
、

当
時
、
錦
糸
町
駅
や
亀
戸
駅
周
辺

に
は
よ
く
出
没
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
懐
か
し
い
な
あ
と
い
う
感
じ

で
す
。

　
た
だ
し
、
駅
周
辺
以
外
は
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
散
策
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
法
人
会
活
動

濱
田
　
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
税
に
関
す
る
各
種
研
修
会
等

の
開
催
の
ほ
か
、租
税
教
室
や「
税

の
絵
は
が
き
」
の
募
集
活
動
な
ど

税
知
識
の
普
及
活
動
は
も
と
よ
り
、

清
掃
活
動
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
社
会
貢

献
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、税
務
行
政
に
対
す
る
多

大
な
る
ご
理
解・ご
協
力
に
対
し
ま

し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
の
状
況
下
、
法
人
会
の
皆

様
と
税
務
署
と
の
間
は
こ
れ
ま
で

以
上
の
強
い
連
携
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
法
人
会
活
動
の
一
助

に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

切
通
　
法
人
会
の
さ
ら
な
る
発
展

は
、
私
ど
も
税
務
行
政
の
円
滑
な

運
営
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
し
、
税
務
行
政
が
抱
え

る
各
種
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
に
は
、
税
務
行
政
の
よ
き
理

解
者
で
あ
る
法
人
会
の
皆
様
方
の

お
力
添
え
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
署
か
ら
の
お
話

濱
田
　
わ
た
く
し
が
長
く
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
消
費
税
に
つ
き

ま
し
て
も
、
税
率
引
き
上
げ
や
軽

減
税
率
の
実
施
な
ど
の
大
き
な
改

正
の
円
滑
な
実
施
は
、
法
人
会
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
民
間
団
体
の

皆
様
方
の
ご
協
力
な
く
し
て
成
し

得
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
が
来

年
10
月
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
税
務

署
に
お
き
ま
し
て
も
周
知
・
広
報

に
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
周
知
・
広
報
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
主
宰

法
人
に
お
け
る
制
度
実
施
の
早
め

の
準
備
の
た
め
に
も
、
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
と
し
て
登
録
を
予

定
し
て
い
る
場
合
に
は
、e
-T
a
x

に
よ
る
早
期
登
録
申
請・電
子
通
知

受
領
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

切
通
　
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
特
に
、
①
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
と
し
て
の
e
-

T
a
x
に
よ
る
早
期
の
登
録
申
請
、

②
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

が
必
要
な
従
業
員
の
方
に
対
す
る

ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
e
-T
a
x

申
告
の
勧
め
、
の
2
点
の
周
知
・

広
報
を
是
非
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
以
上
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
わ
り
ま
す
。
本
日
は
お

忙
し
い
中
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

切　通　副　署　長
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江
東
都
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

9
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
第
2
期
分
の
納
期
で
す

　
₉
月
は
、
₂₃
区
内
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
第
₂
期
分
の
納

期
で
す
。
₆
月
に
お
送
り
し
た
納

付
書
に
よ
り
、
₉
月
₃₀
日
㈮
ま
で

に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
₂₃
区
内
）
は
、
金
融
機
関・郵
便

局
の
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル

バ
ン
キ
ン
グ
及
び
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

税
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
も
納
税

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
安
心
で
便
利
な
口
座
振

替
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
申

込
方
法
等
の
詳
細
は
、
主
税
局
徴

収
部
納
税
推
進
課

（
₀₃
-3
2
5
2
-0
9
5
5
　

平
日
₉
時
〜
₁₇
時
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

5日㈪ 決算法人説明会及びインボイス制度説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
6日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
9日㈮ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
12日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
14日㈬ 第 3回理事会 

支部長会（会員増強決起大会）
午　後　 3 　時 
午　後　 4 　時

アンフェリシオン 
〃

21日㈬ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
27日㈫ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館

4日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
5日㈬ 決算法人説明会及びインボイス制度説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
6日㈭ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
12日㈬ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
13日㈭ 法人会全国大会　千葉大会 午　後　 2 　時 幕 張 メ ッ セ
17日㈪ 健康講演会 

　内容　「忍者ダイエット」 
　講師　愛知医科大学客員教授　植田　美津恵　氏

午　後　 4 　時 カメリアプラザ

18日㈫ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
20日㈭ 地区別税法説明会（亀戸地区） 第 1部 

 第 2部
午前 9時30分 
午　後　 2 　時

カメリアプラザ 
〃

22日㈯ 社会貢献活動　第45回「まちをきれいに」 午前 9時30分 亀 戸 地 区
24日㈪ 生活習慣病予防検診 午　前　 9 　時 アンフェリシオン
25日㈫ 生活習慣病予防検診 午　前　 9 　時 アンフェリシオン
26日㈬ 地区別税法説明会（大島・砂町地区合同） 午前 9時30分 江東区総合区民 

セ ン タ ー
27日㈭ 税務研究部会研修会 午後 3時30分 法 人 会 館
28日㈮ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
7月
2日㈬ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
4日㈮ 源泉部会　年末調整説明会 第 1部 

 第 2部
午　後　 2 　時 
午後 3時30分

カメリアプラザ 
〃

7日㈪ 新設法人説明会 午　後　 3 　時 法 人 会 館
8日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
11日㈮ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
12日㈯ ウォーキング教室 午前 9時30分 日 比 谷 公 園
15日㈫ インボイス制度説明会 

簿記講習会（全14回スタート）
午後 2時30分 
午　後　 6 　時

法 人 会 館 
法 人 会 館

16日㈬ 「税を考える週間」税務署長講演会 午　後　 4 　時 亀 戸 天 神 社
21日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
24日㈭ 全国青年の集い　沖縄大会 午　後　 3 　時 沖 縄 ア リ ー ナ
28日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
30日㈬ 納税表彰式 午後 2時20分 カメリアプラザ

◎ 内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になってください。
◎ 各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。　☎03‒3684‒2303

9月

10月

11月

下記行事は新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止となる場合があります。
開催につきまして当会ホームページでご確認いただくか、法人会事務局までお問合せください。


